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2 

月
3
日
の
節
分
の
日
に
ち
な
み
、

ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
で
2

月
2
日
、
恵
方
巻
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

恵
方
巻
作
り
に
は
児
童
14
人
が
参
加

し
、
同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ひ
ま
わ
り
」
の
メ
ン

バ
ー
8
人
が
協
力
し
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
具
材
は
卵
焼
き
や
キ
ュ
ウ

リ
、メ
ン
チ
カ
ツ
な
ど
9
種
類
。
児
童
は
、

「
に
わ
か
祭
囃ば

や
し子

教
室
」

に
通
う
児
童
に
よ
る

初
打
ち
奉
納
が
2
月
6
日
、
鵜
川

の
海
瀬
神
社
で
行
わ
れ
、
今
年
一

年
の
上
達
を
願
い
、
児
童
5
人
が

元
気
よ
く
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま

し
た
。

　

今
年
で
6
年
目
と
な
る
初
打
ち

奉
納
は
、
そ
の
昔
、
漁
師
が
海
か

ら
日
が
昇
る
の
待
っ
て
漁
に
出
た

と
さ
れ
る
「
御お
ひ
ま
ち
さ
い

日
待
祭
」
の
日
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
拝
殿

に
は
保
護
者
や
地
区
住
民
ら
約
30

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

教
室
は
鵜
川
公
民
館
で
毎
週
開

か
れ
て
お
り
、「
に
わ
か
祭
囃
子

保
存
会
」
メ
ン
バ
ー
の
指
導
の
も

と
、
現
在
9
人
の
児
童
が
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
角
井
奏
介
君
は

「
バ
チ
先
を
意
識
し
て
腕
を
ま
っ

す
ぐ
に
振
り
上
げ
、
美
し
く
叩
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
し
、

祭
り
に
向
け
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。　

受
け
継
が
れ
る
祭
り
の
音
色

の
り
巻
き
食
べ
て
今
年
も
満「
福
」

恵
方
巻
作
り
・
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー

初
打
ち
奉
納
・
鵜
川 

海
瀬
神
社

◀神事が行われ上達を祈願。梅田宮司から手

ほどきを受けながら子どもたちも玉ぐしを奉奠
てん

大人たちが見守るなか
力強い音を響かせた▶

ご
飯
の
上
に
自
分
で
選
ん
だ
好
き
な
具
材

を
乗
せ
、
巻
き
簾す

を
使
っ
て
中
の
具
材
が

こ
ぼ
れ
出
な
い
よ
う
や
さ
し
く
力
を
か
け

て
巻
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
福
を
司
る
神
様
が
い
る
方
角
、

「
恵
方
」
は
「
東
北
東
」
で
す
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
太
巻
き
が
完
成
す
る
と
、
恵
方
を

向
き
大
き
な
口
を
開
け
て
ほ
お
ば
り
一
年

の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。

◀
恵
方
を
向
い
て
か
じ
り
つ
く

▲巻き方のポイントを教えるボラン
ティアのメンバー

能
登
の
来
訪
神
行
事 

ア
マ
メ
ハ
ギ

も
う
す
ぐ
そ
こ
に
春 

―

１. 清真地区　２. 秋吉地区　３. 河ヶ谷地区　４. 宮犬地区

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
伝
統
行
事
「
ア
マ
メ
ハ

ギ
」
は
2
月
3
日
、
秋
吉
、
河
ヶ
谷
、
清

真
、
宮
犬
の
4
集
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
マ
メ
」
と
は
長
い
時
間
い
ろ
り
や

こ
た
つ
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
る

「
ひ
だ
こ
」
の
こ
と
。
立
春
前
夜
に
仮
面

や
蓑
を
着
け
て
鬼
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち

が
「
ア
マ
メ
―
」
と
叫
び
な
が
ら
家
々
を

訪
ね
て
脅
し
、
冬
の
間
に
つ
い
た
怠
け
心

を
戒
い
ま
し
め
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
行
わ
れ
た
今

回
、
例
年
を
上
回
る
観
光
客
や
報
道
関
係

者
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
な
ど
、
注
目
や

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

効
果
は
参
加
者
し
た
子
と
も
た
ち
に

も
。
鬼
を
つ
と
め
た
松
波
中
学
校
1
年
の

山
本
夏
希
さ
ん
（
宮
犬
）
は
「
こ
れ
を
機

会
に
も
っ
と
多
く
の
人
に
広
め
、
み
ん
な

で
伝
統
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」と
語
り
、

保
存
や
継
承
へ
の
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

４

２

３

１

鬼に驚き大声で泣く子どもたち（秋吉地区）
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有線テレビケーブルを光化に再整備
柳田・内浦地区

その 3

議
会

第 1 回能登町議会
2 月会議

第
１
回
能
登
町
議
会
２
月

会
議
は
、
２
月
15
日
に

開
会
し
、
会
期
を
１
日
間
と
定

め
、
報
告
２
件
、
議
案
４
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
持
木
町
長

が
提
案
理
由
を
述
べ
、
審
議
の

結
果
、
議
案
４
件
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
：
２
件

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
平
成
30
年
度
能
登
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て
）

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
４
件

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
平
成
30
年
度
冷
房
設
備
対

　

応
臨
時
特
例
交
付
金
事
業
能

　

登
町
立
小
木
小
学
校
普
通
教

　

室
空
調
設
備
設
置
工
事
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
平
成
30
年
度
30
災
―
４
０

　

６
号
町
道
越
坂
明
野
１
号
線

　

道
路
災
害
復
旧
工
事
）

・
請
負
契
約
の
締
結
の
変
更
に

　

つ
い
て
（
平
成
30
年
度
柳
田

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
エ
レ
ベ

　

ー
タ
ー
棟
増
築
工
事（
建
築
））

・
請
負
契
約
の
締
結
の
変
更
に

　

つ
い
て
（
平
成
29
年
度
放
送

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
支
援
事

　

業
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
光
化
促
進
事
業
）

　

及
び
平
成
30
年
度
情
報
通
信

　

基
盤
整
備
推
進
事
業
能
登
町

　

有
線
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

施
設
（
柳
田
地
区
）
再
整
備

　

工
事
）

最優秀賞（採用作品）
・イカす丸　　　   応募者：佐野杏奈さん（宇出津小学校１年）

優秀賞
・ＴＵＫＵＭＯ　　応募者：中野陽幸さん（松波小学校６年）

・のってりん　　　応募者：町端一華さん（宇出津小学校２年）

・ぷろぱるご　　   応募者：喜多紗椰さん（宇出津小学校２年）

選考結果
　町民や観光客の皆様が親しみやすく、利

用の促進を図るため、愛称を募集したとこ

ろ、町内の小中学生から 521 作品の応募が

ありました。

　選考は、2 月 20 日開催の「能登町観光

遊覧船愛称選考委員会」で行い、採用作品

である最優秀賞と優秀賞を決定しました。

　たくさんのご応募ありがとうございました。

里海の魅力を発信！
観光遊覧船の愛称は  　　　　　　　   に決定「イカす丸」

春を呼ぶ「桃の節句」
ひなかざり

　2 月 18 日、しらさぎ保育所でひな人形の飾り付けが

行われました。

　紙や草などで作った「ヒトガタ」に病気や災いを移し、

川に流して子どもの成長を祈ったことが始まりとされて

いるひな祭り。園児は、先生からひな人形や道具の呼

び名や役割、祭りの由来などを教わりながらホールに設

置されたひな壇にそっと並べていきました。

　飾り終えると、みんなで「うれしいひな祭り」を元気

よく歌い、3 月 3 日を心待ちにしていました。

▲ 両 手で そっと
人形を運ぶ園児

◀道 具 の 名前や
使 い方を興 味 深
く聞く園児たち

　

柳
田
地
区
（
一
部
）
で
は
、
有
線
テ

レ
ビ
施
設
の
幹
線
の
伝
送
路
を
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
か
ら
光
ケ
ー
ブ
ル
に
張
り
替

え
工
事
後
、
加
入
者
宅
の
光
装
置
の
設

置
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
対
象
と
な
る
地
区
の
皆
様
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
継
続
加
入
申
請
書

に
基
づ
い
て
、
再
整
備
工
事
の
着
工
の

お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
工
事
施
工
業
者
か
ら
ご
連

絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
と
工

　　　　　宅内工事が完了し、インターネットを利用されている干場輝昭さん（鴨川）は、
「光化されて、インターネットが快適に利用できるようになりましたよ」と、感想を述べ

られました。

voice

　

こ
の
書
類
は
、
能
登
町
有
線
テ
レ
ビ

施
設
の
機
器
等
の
故
障
の
際
な
ど
に
、

町
内
の
電
気
業
者
な
ど
が
い
ち
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
な
ど
を
業
者
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
必
要
で
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
宅
内
工

事
が
完
了
し
た
加
入
者
は
、
必
ず
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
書
類
は
、
４
月
か
ら
の
お
試
し

期
間
で
50
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
加
入
意
思
確
認
を
す

る
た
め
で
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

加
入
者
は
必
ず
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Q　４月からのお試し期間の 50 Ｍサービスの開始につい

て教えてください

A　お試しの 50 Ｍサービスは、4 月上旬から２ヶ月間を予

定しています。その期間に、6 月以降に利用したいサービ

スを新サービスメニューから選んで申請していただきます。

Q　希望したサービスとは？

A　４～５月の間に、新プランでの新サービスの申込をし

ていただきます。再整備が完了した地区の加入者から新

サービスに移行していただきます。（「広報のと」平成 31

年 2 月号 4 ページ参照）

Q　４月からのインターネット使用料について教えて

ください。

A　柳田地区の再整備地区では、新プランでの新サー

ビスを開始しますが、４月に発行す納入通知書（口座

または現金）の使用料で１年間利用していただきます。

なお、再整備工事地区以外の加入者には、改めて、お

知らせいたしますので、よろしくお願いいたします。

◇ 光化整備のQ＆A

■
能
登
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
申
出
書

事
内
容
の
打
合
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
工
業
者
か
ら
は
工
事
の
際
に
、

「
個
人
情
報
等
の
同
意
書
」
と
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
に
関
す
る
申
出
書
」
が
手
渡

さ
れ
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
、

宅
内
施
工
業
者
ま
た
は
役
場
広
報
情
報
推

進
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
は
広
報
情
報

推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
報
情
報
推
進
課
☎
（
76
）
８
３
０
１

光化され
インターネットを家族で体験

今後の再整備工事　　H31 ～：柳田地区（一部）・内浦地区　　※ H23：能都地区整備済

宅
内
工
事
完
了
後
に
提
出
す
る
書
類

■
個
人
情
報
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

  　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者
ま
た
は  

　
　
　
　
　

加
入
希
望
者
の
み
対
象  

全
加
入
者
が
対
象
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○投票区・投票所及び投票時間
投票所については、次のとおりです。また、投票時間に

ついては、午前７時～午後８時となりますが、第４・５・９・

11・13・14 投票区については閉鎖時刻が午後７時とな

りますのでご注意ください。

投票区 投票所

第 1 能都社会福祉会館　１階集会室

第 2 町立宇出津小学校　１階会議室

第 3 町立ひばり保育所　遊戯室

第 4 町立三波公民館　集会室

第 5 町立神野公民館　ホール

第 6 町立鵜川公民館　図書室

第 7 町立瑞穂公民館　和室

第 8 野田コミュニティセンター　和室

第 9 町立小間生公民館　研修室

第 10 町立上町公民館　研修室

第 11 町立岩井戸公民館　会議室

第 12 能登町役場内浦庁舎　２階会議室

第 13 町立不動寺公民館　集会室

第 14 町立秋吉公民館　集会室

第 15 白丸コミュニティ施設　多目的ホール

第 16 小木地区活性化センター　ロビー

第 17 町立高倉保育所　遊戯室

○期日前投票
　投票当日、仕事や旅行、冠婚葬祭などのために投票

所に行くことができない人は、期日前投票ができます。 

　期日前投票ができる期間は、3 月 30 日㊏から選挙期

日の前日までです。 

　期日前投票所の場所及び期間等は、町ホームぺージ

詳しくは町選挙管理委員会へお問い合わせください。

　なお、期日前投票をするには、受付で、宣誓書（兼

請求書）の記載が必要です。宣誓書は、投票入場券の

裏面に掲載しているほか、各期日前投票所にも備え付け

てあります。

○不在者投票
・滞在地での不在者投票
　仕事や旅行などで期日前投票も投票日当日の投票もで

きない人は、所定の手続きにより滞在地の選挙管理委

員会で投票することができます。

・指定病院等での不在者投票
　都道府県選挙管理委員会が指定した病院、老人ホー

ムなどに入院、入所している人は、施設内で投票するこ

とができます。指定施設であるか確認のうえ、早めに施

設の長に不在者投票の請求をしてください。

・郵便等による不在者投票
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険被保険者

証をお持ちで、その障害の程度・介護の区分が所定の

条件に該当する人は、ご自宅などで投票用紙が記入でき

る郵便等による不在者投票制度があります。

　この場合、前もって『郵便等投票証明書』の交付を受

けることが必要です。

投票立会人を募集します
　能登町選挙管理委員会では、有権者の選挙に対
する関心を高めるとともに、親しみのある投票所を
目指した投票立会人を募集しています。
　投票立会人に意欲や興味、関心のある方は、ぜひ、
登録してください。

〈報酬１日当たり〉　当日投票所　  10,700 円
　　　　　　　    期日前投票所　9,500 円

※詳しくは選挙管理委員会へお問い合わせください。

○投票できる人
平成 13 年４月８日以前に生まれた人で、平成 30 年 12

月 28 日までに本町に転入届をし、引き続き住民基本台

帳に登録されている人です。

告 示 日

投開票日

3月 29 日㊎

4 月   7日㊐

問能登町選挙管理委員会事務局（総務課内）☎ 62-8510

平成 31 年 4 月 29 日の任期満了に伴う石川県議会
議員選挙が次の日程で執行されます。
棄権することなく忘れずに投票しましょう。

4 月 7 日日は

石川県議会議員選挙 の投票日です

海
洋
教
育
の
取
り
組
み
を
応
援
！

　

能
登
里
海
教
育
研
究
所
で
は
、
顕
微
鏡
の

ほ
か
、
小
動
物
の
観
察
容
器
、
図
鑑
や
水
槽
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
、
海
に
関
わ
る
教

育
活
動
の
た
め
に
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
験
材
料
や
器
具
な
ど
に
つ
い

て
も
、
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
貸
し
出
し
依
頼
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
こ
の
支
援
に
つ
い
て
ご
存

知
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
や
学

校
で
の
海
の
学
び
に
、
研
究
所
の
教
材
教
具

を
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

浦
田 

慎
）

ヒ
ラ
メ
の
色
を
探
求
す
る

　

ヒ
ラ
メ
は
、
水
産
物
と
し
て
重
要
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
育
て
る
技
術
が
進
ん
で
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
授
業
で
、
海
に
小

さ
な
ヒ
ラ
メ
の
子
ど
も
を
放
流
し
た
こ
と
が

あ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ヒ
ラ
メ
、

ま
ざ
ま
な
物
質
で
調
節
さ
れ
て
い
る
、
専
門

的
に
言
え
ば
「
生
理
学
」
の
研
究
の
一
端
に

接
す
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
色
素
胞
を
観
察

　

生
徒
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
ヒ
ラ
メ
の
ヒ

レ
の
一
部
を
切
り
出
し
、
大
き
さ
０
・
５
㍉

㍍
以
下
の
色
素
胞
を
観
察
し
ま
し
た
。
40
名

全
員
に
顕
微
鏡
が
配
ら
れ
、
一
人
一
人
が
十

分
に
観
察
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験

型
授
業
の
実
現
の
た
め
、
今
回
能
登
里
海
教

育
研
究
所
は
、
能
登
高
校
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
顕
微
鏡
を
貸
し
出
し
た
ほ
か
、
解
剖
用
の

ハ
サ
ミ
や
、
材
料
と
な
る
ヒ
ラ
メ
な
ど
を
準

備
し
て
支
援
し
ま
し
た
。

住
む
場
所
に
合
わ
せ
て
、
体
の
色
を
濃
く
し

た
り
薄
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
、
知
っ
て
る
！　

と
い
う
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
色
を

変
え
て
い
る
の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

能
登
高
校
で
出
前
授
業

　

２
月
14
日
、
能
登
高
校
で
ヒ
ラ
メ
の
体
色

変
化
の
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
沢

大
学
臨
海
実
験
施
設
で
、
海
の
動
物
の
体
の

仕
組
み
を
研
究
し
て
い
る
関
口
俊
男
先
生

が
、
普
通
科
の
１
年
生
40
名
を
指
導
し
、
動

物
の
体
の
持
つ
機
能
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
の
か
解
説
し
ま
し

た
。
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
な
か
鳳
雛

塾
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
顕
微
鏡
で
ヒ
ラ
メ
の
ヒ
レ

に
あ
る
色し
き

素そ

胞ほ
う

を
観
察
し
な
が
ら
、
ヒ
ラ
メ

の
神
経
か
ら
出
る
物
質
（
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
）
で
体
色
変
化
が
起
き
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
動
物
の
体
が
、
体
内
で
作
ら
れ
る
さ
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問能登里海教育研究所☎ 74-1017

生徒に実験方法を教える金沢大学の関口助教授（中央）

▲暗所や曇天時にも快適に観察
できる新型の顕微鏡が一人ひとり
に。充実した実験環境を提供

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
。
同
じ
町
内
に
あ
る
高
校
と

大
学
、
2
つ
の
教
育
機
関
に
よ
る
連
携
は
初
の
試
み

▼実験のため提供した
ヒラメ。生きている生
物を扱う実験は生徒に
新鮮な学びを与えた

能
登
か
ら
世
界
へ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う 「
里
海
研
」


